
【別の視点】子ども
を下半身裸の状態に
し続けることは、今
の「保育の質」に合

致するか？

「座れるようになったか
ら、オムツ（パンツ）は
座らせて着脱／交換」

・「毎回、消毒する」←手間は？ 消毒薬（次亜塩素酸
ナトリウム）は肌にも有害、吸い込むのも有害（※）

・「その子のタオルを敷く」←タオルに触れたら？ 洗
濯で汚染拡散？

裸のお尻で座らせれば、そこに、
感染源（ノロ、ロタ等）をつく
ることになる

リスクはきわめて深刻

「座れるようになって
きた」だけであって、
座位が安定しているわ
けではない→倒れる

「座る練習をしないと」←座位の安定は「座る練習」
でするもの？ 座る練習が必要だとしても、この状況
下、感染症のリスクを上回る価値とみなす？

「パンツで着脱の練習をさせたい」

←この状況下、感染症のリスクを上
回る価値とみなす？

←オムツ（パンツ）を履いた状態で
短パンやズボンを履く練習をすれ
ばよいのでは？（ズボンのほうが
難しいのだから）

「壁や保育者の肩を持って
立ち上がれる子どもは、
立ってオムツ（パンツ）を
履いている（はず）」

立位が安定しているわけでは
ない→座る（保育者が気づか
ない場所に感染源）、倒れる
（危険）

※アルコール（消毒薬）はノロ、
ロタに効果なし。かつ、アル
コールも有害物質。また、「消
毒薬」と厚生労働省が呼んでい
ないもの（例：除菌剤、次亜塩
素酸水）は、ウイルスや細菌に
対する消毒効果が認められてい
ない（メーカーや販売者がどの
ように宣伝していても）

「オムツやパンツを替える／履かせる」は、

排泄ケアの一部としておとながする。「着

脱」の範疇に入れない ＋ 臥位か立位 のみ＊

＊

立位でも、保
育者がすぐに
履かせる

補足：毎回の消毒を必要としないオムツ替え

全国保育園保健師看護師連絡会が普及している方法。感
染症専門医が監修。同会のＤＶＤ（現在品切れ）で紹介

・つるつるの紙（広告、コピー用紙の包装紙、
ペット用防水紙）を用いる ✘水がすぐに
浸みる紙

・右図のようにすれば、下にあるマット等は
毎回消毒する必要がない。１日１回、次亜
塩素酸ナトリウムで消毒。下痢の子どもの
場合は、その時にも消毒

①上の紙で使用後のオムツをくるむ

②新しいオムツをする

③全体を下の紙でくるんで廃棄

④パンツ型なら、はずした後に立たせて
すぐに履かせる

・すべての動作、活動は「その前」＋「目に見えない部分」の育ち、練習を必要とする
・〇「できるようになっていく」（できない時、したくない時が頻繁にある） ✘「できる」
・目標を設定した「逆算」は不可能。その子の（修正）月齢、成長発達の速度と特徴に合わせなけ

れば、適切には進まず、危険（せかせば、前の段階が不十分なまま）
・リスクが深刻である場合、個別対応による対応や「育ちの価値」を考えるべきか？

2024/12/5    掛札逸美 

「広告？ペット・シート？子どもの人権侵害！」
←感染症のリスクにさらすこと、次亜で拭いたばか
りのマットに寝かせることは、許されるのですか？
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